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好事例











リスクアセスメント

• 危険性又は有害性（以下、「ハザード」）を特定し、リスクを見積もり、その結果に基づく
リスク低減措置を講ずること。

• 基本となる指針

「危険性又は有害性等の調査等に関する指針」

• 対象の種類に対応した指針

「化学物質等による危険性又は有害性等の調査に関する指針」

「機械の包括的な安全基準に関する指針」

• 代表的なもの

マトリクス法、コントロールバンディング、安衛研、クリエイトシンプル 等



基本的なＲＡの実施手順

• ハザードの特定

• ハザードごとのリスクの見積もり

• 優先度の設定、リスク低減措置の検討

• リスク低減措置の実施



頻度 評価点 内容

頻繁 ４点 １日に１回程度

時々 ２点 週に１回程度

めったにない １点 半年に１回程度

• 危険状態が生じる頻度

• ケガに至る可能性

ケガの可能性 評価点 内容（発生確率、回避の可能性）

確実 ６点 常に注意を払っていてもケガをすることがある

可能性が高い ４点 注意を払っていないとケガをする

可能性がある ２点 うっかりするとケガをする

ほとんどない １点 特別に注意をしていなくてもケガをする



• ケガの重篤度

• リスクレベルとリスクポイントの対応

重篤度（重大性） 評価点 内容

致命傷 10点 死亡や永久的労働不能、障害が残るケガ

重症 ６点 休業災害（完治可能）

軽傷 ３点 不休災害

微傷 １点 手当後、すぐに元の作業に戻れる

リスク
レベル

リスク
ポイント

リスクの内容 低減措置の進め方

Ⅳ 13～20 重大な問題がある
直ちに行う
講ずるまで作業停止

Ⅲ ９～12 問題がある 速やかに行う

Ⅱ ６～８ 多少の問題がある 計画的に行う

Ⅰ ３～５ ほとんどない 必要に応じて行う





田

• 災害に至るプロセス

作業台を使用して窓の清掃作業をしているときに力を入れて窓を
拭いた反動でバランスを崩し、作業台から転落して頭を打つ

頻度 可能性
重篤度

（重大性）
評価点合計 リスクレベル

１ ２ 10 13 Ⅳ
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• 災害に至るプロセス

身をかがめながら材料を投入する作業で、腰をかがめて身を乗り
出しながら投入しているとバランスを崩して墜落し、頭を打って重
傷となる

頻度 可能性
重篤度

（重大性）
評価点合計 リスクレベル

４ ２ 10 16 Ⅳ



Hey!!



• 災害に至るプロセス

頻度 可能性
重篤度

（重大性）
評価点合計 リスクレベル



コントロールバンディング （配信停止中）

化学物質の健康有害性についての簡易なリスクアセスメント。 

ILO（国際労働機関）が、開発途上国の中小企業を対象に、有害性
のある化学物質から労働者の健康を保護するために、簡単で実用
的なリスクアセスメント手法を取り入れて開発した化学物質の管理
手法です。

厚生労働省版コントロール・バンディングは、より簡易的に利用で
きるようにウェブシステムとして開発されたものです。

【液体または粉体を扱う作業（鉱物性粉じん、金属粉じん等を生ず
る作業を除く。）】と【鉱物性粉じん、金属粉じん等の生ずる作業】の
2つのシステムがある。



安衛研手法 （中～上級者向け）

主に化学プラント・設備における火災や爆発、漏えい、破裂などの
プロセス災害を防止することを目的としたリスクアセスメント等の
進め方を厚生労働省の指針に沿ってまとめたツール。

スクリーニング支援ツールよりも精緻なリスクアセスメントを実施
することが可能（一定の専門知識を要する）。



クリエイトシンプル

• 化学物質管理者

• 化学物質管理者は、事業者が事業場の規模にかかわらず、リスクアセス
メント対象物を製造、取扱い又は譲渡提供する事業場ごとに選任しな
ければならず、その職務として当該事業場におけるリスクアセスメント
対象物の管理に係る技術的事項を管理させなければならない（安衛則
第１２条の５参照）。

• 化学物質管理者は「化学物質の管理に係る業務を適切に実施できる能
力を有する者」とされ、ラベルやＳＤＳの確認と化学物質に係るリスクア
セスメントの実施の管理、リスクアセスメント結果に基づくばく露防止
措置の選択・実施の管理、自律的な管理に係る各種記録の作成・保存、
労働者への周知・教育等を担い、これらの様々な職務を関係者や専門
家と協力して進めることが期待されます。



クリエイトシンプル 検索
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